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は
じ
め
に

池
田
み
ち
子
が
、
自
分
に
と
っ
て
「
青
春
だ
っ
た（

1
（

」
と
す
る
『
三
田
文

学
』
に
小
説
を
書
き
始
め
た
の
は
、
昭
和
十
二
年
頃
だ
っ
た
。
翌
年
の
十

月
か
ら
の
三
ヶ
月
間
、
池
田
は
中
国
の
上
海
、
南
京
、
漢
口
を
初
め
て
訪

れ
、上
海
に
半
月
ほ
ど
逗
留
し
た
。
昭
和
十
四
年
新
年
号
の
『
三
田
文
学
』

に
は
「
支
那
」
の
特
輯
が
あ
り
、従
軍
し
た
小
島
政
二
郎
の
「
従
軍
日
記
」

を
始
め
、昭
和
十
二
年
盧
溝
橋
事
件
後
の
中
国
を
見
に
来
た
榊
山
潤
「「
上

海
」
上
陸
前
後
」、
小
田
嶽
夫
「
馮
白
樺
君
」、
現
地
滞
在
中
の
池
田
み
ち

子
の
「
漢
口
へ
続
く
揚
子
江
」、
中
村
恵
の
「
北
京
生
活
第
一
課
」
な
ど

が
収
録
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
池
田
は
中
国
体
験
を
綴
る
随
筆
も
載
せ
、
昭

和
十
五
年
、『
三
田
文
学
』
春
季
創
作
特
輯
五
月
号
に
「
上
海
」
を
発
表
し
、

そ
れ
を
皮
切
り
に
、
昭
和
十
九
年
ま
で
上
海
を
舞
台
に
し
た
小
説
や
随
筆

な
ど
十
数
編
を
『
三
田
文
学
』
に
書
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は

す
べ
て
単
行
本
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
。

本
稿
で
は
、
池
田
み
ち
子
の
最
初
の＜

上
海
も
の＞

で
あ
る
「
上
海
」

と
い
う
短
編
を
取
り
上
げ
る
。
語
り
手
で
あ
る
女
画
家
の
「
私
」
は
、
絵

を
描
く
た
め
に
単
身
で
上
海
に
渡
り
、
そ
こ
で
自
分
の
従
兄
で
あ
る
小
川

安
彦
と
結
婚
し
た
。彼
は
中
国
人
の
母
と
日
本
人
の
父
を
持
つ
混
血
児
で
、

中
国
語
名
を
周
元
賢
と
言
う
。
あ
る
日
、
虹
口
に
出
か
け
た
「
私
」
は
、

長
い
戦
場
生
活
を
終
え
、
翌
々
日
日
本
に
戻
る
記
者
の
水
島
勇
三
に
出
会

い
、
二
人
で
一
日
中
遊
ん
だ
。「
私
」
は
上
海
で
の
生
活
を
水
島
に
話
し
、

最
後
に
、
自
分
の
東
京
で
の
貸
ア
ト
リ
エ
の
売
却
を
水
島
に
頼
ん
だ
が
、

断
ら
れ
る
。
二
人
が
別
れ
た
後
、「
私
」
は
フ
ラ
ン
ス
租
界
に
あ
る
安
彦

と
の
家
に
戻
り
、
安
彦
か
ら
中
国
人
の
会
社
に
転
職
し
た
い
と
い
う
話
を

聞
き
、
安
彦
と
喧
嘩
に
な
る
の
だ
っ
た
。
二
日
後
、
帰
国
す
る
水
島
を
見

租
界
生
活
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

―
池
田
み
ち
子
「
上
海
」
を
読
む
―
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送
る
た
め
に
郵
船
に
乗
っ
た
「
私
」
に
、
水
島
は
ア
ト
リ
エ
の
家
財
を
代

わ
り
に
処
分
す
る
話
を
す
る
が
、「
私
」
は
「
や
っ
ぱ
り
自
分
で
帰
る
わ
」

と
言
い
な
が
ら
、
上
海
の
街
を
見
つ
め
た
。
こ
の
よ
う
に
、「
私
」
が
最

後
に
日
本
に
戻
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
小
説
は
終
わ
る
。

作
品
が
発
表
さ
れ
た
翌
月
の
『
三
田
文
学
』
の
「
今
月
の
小
説
」
で
は
、

「
い
つ
も
な
が
ら
執
拗
な
筆
致
に
引
き
づ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
透
明

な
情
感
に
乏
し
く
、
作
品
の
内
面
が
混
濁
し
て
ゐ
る
印
象
を
受
け
る
。
そ

れ
を
こ
の
作
者
の
ユ
ニ
ッ
ク
だ
と
云
へ
ば
云
へ
る
が
、
文
学
が
作
家
に
と

つ
て
裸
体
に
な
る
世
界
で
あ
る
と
と
も
に
、
衣
装
を
ま
と
ふ
こ
と
の
世
界

で
も
あ
る
秘
密
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う（

2
（

。」
と
評
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
作
品
世
界
の
不
透
明
感
が
池
田
作
品
の
特
徴
だ
と
認
め
ら
れ

て
い
る
。

ま
た
、「
上
海
」
は
、
昭
和
十
五
年
第
十
一
回
芥
川
賞
の
候
補
作
に
挙

げ
ら
れ
た
。「
選
評（

3
（

」
で
は
、
小
島
政
二
郎
は
「
私
達
の
知
ら
な
い
上
海

の
生
活
と
、
日
本
人
と
支
那
人
の
合
の
子
の
蒼
白
い
よ
う
な
物
憂
い
性
格

が
、
い
か
に
も
よ
く
―
―
手
で
触
っ
て
見
る
よ
う
に
書
け
て
い
る
。」
と

評
価
し
た
が
、
作
品
の
最
後
に
「
手
薄
さ
」
を
感
じ
る
の
が
問
題
で
あ
る

と
し
た
。
川
端
康
成
は
「
頽
廃
的
で
あ
り
、
虚
無
的
で
は
あ
ろ
う
が
、
作

者
は
そ
れ
を
肯
定
せ
ず
、
そ
れ
を
悲
し
ん
で
い
る
。
作
者
の
態
度
に
常
識

の
安
住
が
流
行
す
る
時
、
池
田
氏
の
身
を
ゆ
が
め
て
の
悲
し
み
は
、
本
当

の
こ
と
を
書
い
て
い
る
」
と
評
し
た
。

「
上
海
」
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
大
橋
毅
彦
氏
が
「
上
海
」「
上
海
に

て
」「
上
海
の
片
隅
」
に
登
場
す
る
女
主
人
公
の
存
在
に
注
目
し
、「
結
論

を
ほ
し
が
ら
な
い
」
心
を
持
っ
た
女
主
人
公
の
存
在
に
よ
っ
て
、「
日
本

の
国
威
を
投
影
し
た
明
朗
上
海
の
イ
メ
ー
ジ
に
人
々
の
意
識
を
繋
ぎ
止
め

て
お
こ
う
と
す
る
「
ひ
と
か
ど
の
結
論
」
は
、そ
れ
を
取
り
繕
う
術
を
失
っ

て
い
く
の
で
あ
る（

4
（

。」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
日
中
戦
争
勃
発
後
、
日
本
の

勢
力
が
上
海
に
高
ま
っ
て
い
く
中
、
そ
の
体
制
を
強
化
す
る
た
め
に
、「
上

海
の
明
朗
化
」
と
い
う
標
語
が
叫
ば
れ
た
が
、人
々
の
意
識
は
す
れ
違
い
、

す
べ
て
が
不
透
明
に
な
り
、
実
際
に
は
そ
の
標
語
か
ら
遠
ざ
か
る
ば
か
り

だ
っ
た
。

池
田
み
ち
子
の
「
上
海
」
に
は
、
上
海
に
お
け
る
具
体
的
な
生
活
、
上

海
に
い
る
間
の
「
私
」
の
女
性
と
し
て
の
認
識
の
変
化
、
日
中
混
血
児
小

川
安
彦
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
化
な
ど
、
未
だ
論
じ
き
れ
て
い
な
い

点
が
少
な
く
な
い
。
本
稿
で
は
、
当
時
の
日
本
と
上
海
の
女
性
に
関
す
る

認
識
と
上
海
の
日
本
人
社
会
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
作
中
人
物
が
モ

ダ
ン
上
海
に
ど
の
よ
う
に
自
分
の
身
を
浮
遊
さ
せ
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
変
化
さ
せ
た
か
に
注
目
し
、
作
品
を
考
察
し
て
い
こ
う
と
思
う
。
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一
、「
上
海
」
に
お
け
る
租
界
生
活

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
、
北
京
郊
外
で
盧
溝
橋
事
件
が
発
生
し
た
。
八

月
十
三
日
、
上
海
に
飛
び
火
し
、
第
二
次
上
海
事
変
が
起
こ
り
、
日
中
全

面
戦
争
に
発
展
し
た
。
十
一
月
一
二
日
、
華
界
が
日
本
軍
の
占
領
下
に
置

か
れ
、
上
海
租
界
も
完
全
に
包
囲
さ
れ
る
こ
と
で
事
変
は
終
結
し
た
。
日

本
軍
に
包
囲
さ
れ
た
上
海
租
界
の
地
理
的
領
域
は
著
し
く
狭
く
な
っ
た
。

共
同
租
界
の
二
二
・
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
虹
口
、
楊
樹
浦
地

域
一
二
・
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
日
本
軍
の
占
領
下
に
置
か
れ
、
共
同

租
界
及
び
フ
ラ
ン
ス
租
界
は
事
変
以
前
の
半
分
以
下
に
な
っ
た
。
日
本

軍
は
民
衆
の
中
国
へ
の
関
心
を
喚
起
す
る
た
め
に
、
ペ
ン
部
隊
を
発
遣

し
、
日
本
語
メ
デ
ィ
ア
で
中
国
関
連
の
記
事
や
文
芸
作
品
が
多
く
発
表
さ

れ
た
。『
三
田
文
学
』
で
も
新
人
作
家
が
戦
場
に
取
材
に
行
き
、
紀
行
文
、

随
筆
、日
記
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
掲
載
し
た
。そ
の
な
か
、『
三

田
文
学
』
に
デ
ビ
ュ
ー
し
て
か
ら
ま
だ
二
年
目
の
池
田
み
ち
子
は
、
昭
和

十
四
年
十
月
二
日
に
上
海
に
つ
き
、上
海
・
南
京
・
漢
口
と
、往
復
し
、三
ヶ

月
間
中
国
を
旅
行
し
た
。
そ
の
間
に
半
月
ぐ
ら
い
上
海
に
滞
在
し
た（

5
（

。
当

時
住
ん
で
い
た
場
所
は
フ
ラ
ン
ス
租
界
に
あ
り
、「
上
海
」
に
お
け
る
「
私
」

と
安
彦
の
住
所
と
同
じ
地
区
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
租
界
に
入
る
と
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
や
ア
カ
シ
ア
の
街
路
樹
が
続

く
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
道
に
、
洋
館
の
住
宅
、
ア
ー
ル
・
デ
コ
の
装
飾
が
美

し
い
ホ
テ
ル
、
西
洋
風
の
公
園
な
ど
が
散
在
し
、
人
々
を
一
瞬
パ
リ
の
一

角
に
迷
い
込
ん
だ
よ
う
な
気
分
に
さ
せ
た
と
い
う
。
ま
た
、
バ
ー
ル
、
賭

博
場
、ハ
イ
・
ア
ラ
イ
競
技
場
な
ど
の
歓
楽
場
は
フ
ラ
ン
ス
租
界
に
集
ま
っ

て
い
た
。
日
本
人
居
留
民
に
と
っ
て
、
蘇
州
河
の
向
こ
う
の
見
慣
れ
ぬ
場

所
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
暮
ら
し
た
日
本
人
は
、
社
会
的
地
位
が
あ
る
者
や

文
化
人
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
エ
リ
ー
ト
が
多
く
、
一
般
の
日
本
人
は
あ
ま
り

こ
こ
へ
足
を
運
ば
な
か
っ
た
。
吉
行
エ
イ
ス
ケ
は
フ
ラ
ン
ス
租
界
に
つ
い

て
、『
新
し
い
上
海
の
プ
ラ
イ
ヴ
ェ
ー
ト
』（
先
進
社
、
昭
和
七
年
）
で
次

の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
租
界
の
公
認
賭
博
場
で
は
、
一
八
一
号
が
も
つ
と
も
大
き

く
、
租
界
工
部
局
に
と
つ
て
の
財
源
の
尤
な
る
も
の
だ
。
こ
れ
は
当

地
の
反
動
団
体
、
青
帮
の
組
織
下
に
あ
つ
て
こ
こ
に
入
場
す
る
も
の

は
一
定
の
所
持
金
を
持
つ
て
ゐ
な
い
と
不
可
能
だ
。
場
内
は
シ
イ
コ

賭
博
を
中
心
に
し
て
種
々
の
賭
博
が
開
催
さ
れ
て
ゐ
る
。フ
ラ
ン
ス
・

タ
ウ
ン
を
人
々
は
惡
の
華
の
咲
く
街
だ
と
云
つ
て
ゐ
る
。
阿
片
密
輸

入
。
秘
密
結
社
。
び
ろ
う
な
路
地
に
は
赤
色
の
支
部
が
あ
つ
た
り
、

突
然
、ギ
ャ
ン
グ
団
が
横
行
し
て
人
質
を
取
つ
た
り
す
る
。
つ
ま
り
、

フ
ラ
ン
ス
・
タ
ウ
ン
は
自
由
な
街
な
の
だ
。
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日
本
人
に
と
っ
て
の
魔
都
上
海
の
イ
メ
ー
ジ
の
多
く
は
、
フ
ラ
ン
ス
租

界
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
西
欧
的
な
文
化
が
定
着
し
、
享
楽
的
な
施

設
も
多
い
と
い
っ
た
話
か
ら
、
自
由
な
街
で
あ
る
故
に
、
中
国
共
産
党
の

革
命
運
動
、
独
立
運
動
の
動
き
が
あ
り
、
強
盗
な
ど
の
犯
罪
も
多
い
と
い

う
空
想
が
膨
ら
ん
だ
も
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
多
く
の
日
本
人
は
実
際
に

行
っ
た
こ
と
が
な
い
た
め
、
妄
想
か
ら
恐
怖
感
も
深
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。本

作
に
お
い
て
、夜
遅
く
、フ
ラ
ン
ス
租
界
の
家
に
帰
ろ
う
と
す
る「
私
」

は
、
フ
ラ
ン
ス
租
界
の
赤
い
バ
ス
に
間
に
合
わ
ず
、
自
動
車
屋
の
場
所
を

巡
警
に
尋
ね
よ
う
と
し
た
。し
か
し
、巡
警
が
中
国
人
で
あ
っ
た
た
め
、「
抗

日
テ
ロ
や
強
盗
が
充
満
し
て
ゐ
る
と
教
へ
込
ま
れ
た
街
」
で
、
ど
う
す
れ

ば
家
に
帰
れ
る
か
と
心
配
に
な
っ
た
「
私
」
は
、
言
葉
の
ま
る
で
通
じ
な

い
巡
警
の
顔
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
思
わ
ず
日
本
語
で
「
あ
あ
困
っ
た
」
と
呟

い
た
。
一
般
的
に
、
初
め
て
上
海
に
来
る
日
本
人
は
日
本
軍
の
占
領
下
の

虹
口
地
区
に
住
む
こ
と
が
多
く
、
同
じ
こ
と
が
虹
口
地
区
で
起
こ
れ
ば
、

必
ず
日
本
人
の
巡
警
に
よ
っ
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
解
決
で
き
る
は
ず
で
あ
っ

た
が
、「
私
」
は
小
川
安
彦
と
同
居
し
て
か
ら
、
ず
っ
と
フ
ラ
ン
ス
租
界

で
住
み
続
け
て
い
た
。
ま
た
、「
私
」
と
安
彦
の
住
所
の
一
階
に
は
ロ
シ

ア
人
が
住
ん
で
い
る
よ
う
に
、
事
変
後
、
フ
ラ
ン
ス
租
界
に
避
難
し
て
き

た
中
国
人
と
ロ
シ
ア
人
が
こ
こ
に
居
住
し
、
さ
ら
に
異
民
族
の
多
彩
な
文

化
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
。

第
二
次
上
海
事
変
後
、日
本
側
は
上
海
租
界
の
存
在
を
強
く
批
判
し
た
。

と
り
わ
け
、
英
国
人
が
主
導
す
る
共
同
租
界
の
行
政
制
度
の
不
合
理
性
を

訴
え
、
元
上
海
日
本
人
居
留
団
団
長
の
安
井
源
吾
は
『
揚
子
江
』
に
「
上

海
租
界
の
解
剖
」
と
い
う
一
文
を
発
表
し
た
。
彼
は
そ
こ
で
、「
長
年
に

わ
た
る
上
海
租
界
統
治
に
心
酔
し
、
租
界
当
局
の
施
政
運
用
は
、
大
い
に

弛
緩
し
て
悪
弊
山
積
し
、
怨
嗟
の
声
が
大
に
高
ま
っ
て
き
た
今
日
、
日
本

人
と
云
は
ず
、
諸
外
国
人
間
に
於
て
、
租
界
行
政
大
改
革
を
絶
叫
す
る
の

は
、
け
だ
し
当
然
の
事
だ
と
思
ふ
。
近
年
一
層
国
際
化
し
来
れ
る
上
海
租

界
行
政
に
於
て
、
英
国
人
が
果
た
し
て
国
際
正
義
の
観
念
を
尊
重
し
て
ゐ

る
か
否
か
、
専
制
横
暴
越
軌
の
行
為
な
き
や
否
や
、
数
十
年
一
日
の
如
く

持
ち
越
さ
れ
た
土
地
章
程
が
、
果
た
し
て
租
界
の
現
状
に
則
し
、
公
正
な

り
や
否
や（

6
（

。」
と
主
張
し
、「
市
参
事
会
選
挙
制
度
の
不
合
理
」
な
ど
の
七

つ
の
行
政
問
題
も
取
り
上
げ
た
。
そ
の
背
後
に
あ
る
日
本
軍
も
、
日
本
人

が
共
同
租
界
の
管
理
に
参
入
す
る
こ
と
を
支
持
す
る
。
当
時
の
中
支
派
遣

軍
報
道
部
長
陸
軍
中
佐
で
あ
っ
た
馬
淵
逸
雄
は
、「
上
海
租
界
に
就
い
て
」

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

此
れ
は
上
海
戦
当
時
、
我
軍
が
租
界
内
に
於
け
る
、
第
三
国
の
権
益
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を
尊
重
擁
護
す
る
の
武
士
道
見
地
か
ら
、
此
地
区
内
に
兵
力
を
死
闘

す
る
こ
と
を
避
け
た
為
め
で
、幸
に
も
租
界
の
み
が
戦
禍
か
ら
免
れ
、

此
地
に
住
す
る
四
百
万
の
中
国
人
中
に
は
、
治
外
法
権
を
有
す
る
外

国
人
の
陰
に
か
く
れ
て
暗
躍
す
る
抗
日
分
子
に
引
き
摺
ら
れ
て
、「
孤

島
上
海
」
と
称
し
、
重
慶
政
府
の
指
令
に
動
い
て
、
抗
日
の
策
源
地

た
る
か
の
観
を
呈
し
て
居
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
現
在
租
界
内
の

不
逞
分
子
取
締
等
に
関
し
て
租
界
当
局
に
委
し
て
居
る
こ
と
は
、
戦

時
日
本
軍
が
治
安
維
持
の
必
要
上
か
ら
生
じ
た
結
果
に
過
ぎ
な
い
。

適
当
な
る
時
期
が
来
れ
ば
新
政
権
が
担
任
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
現

在
は
中
支
一
帯
我
軍
に
よ
っ
て
、
占
領
せ
ら
れ
、
治
安
維
持
の
主
体

が
日
本
に
存
す
る
限
り
、
租
界
が
日
本
軍
の
治
安
維
持
に
全
面
的
に

協
力
す
る
の
は
固
よ
り
当
然
の
こ
と
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い（

7
（

。

事
変
後
、
共
同
租
界
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
の
中
で
、
日
本
人
の
数
は

最
多
に
な
っ
た
。
日
本
人
の
利
益
を
守
る
た
め
に
、
日
本
軍
は
共
同
租
界

の
管
理
部
門
で
あ
る
工
部
局
に
改
革
を
要
求
し
た
。
そ
の
結
果
、
工
部
局

は
蘇
州
河
以
北
の
虹
口
地
区
、
楊
樹
浦
地
区
の
警
察
権
を
放
棄
し
た
。
そ

し
て
、
共
同
租
界
に
は
二
百
人
以
上
の
日
本
人
警
察
が
派
遣
さ
れ
た
。
し

か
し
、
フ
ラ
ン
ス
租
界
の
管
理
は
ま
だ
フ
ラ
ン
ス
駐
上
海
領
事
及
び
租
界

行
政
管
理
機
構
で
あ
る
公
董
局
に
属
し
、
フ
ラ
ン
ス
租
界
に
は
事
変
以
前

の
よ
う
な
日
本
人
の
姿
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
安
楽
な
生
活
を
送
る
自
由

な
「
孤
島
」
で
あ
っ
た
。
上
海
を
占
領
し
た
日
本
の
優
勢
は
、
こ
こ
で
は

ま
っ
た
く
発
揮
で
き
て
い
な
い
。
日
本
語
メ
デ
ィ
ア
で
上
海
の
良
さ
が
報

じ
ら
れ
て
い
る
一
方
、
昭
和
十
四
年
の
上
海
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、
フ

ラ
ン
ス
租
界
に
つ
い
て
、「
警
察
取
締
寛
大
な
る
た
め
、
諸
種
の
遊
場
多

く
又
常
に
政
治
犯
人
其
他
不
良
の
徒
の
潜
伏
に
自
由
な
ら
し
め
、
市
井
の

無
頼
漢
等
は
多
く
佛
租
界
に
其
の
巣
窟
を
置
き
、
上
海
に
於
る
排
日
抗
日

も
茲
に
根
拠
地
を
置
い
て
居
る（

8
（

」
な
ど
、
租
界
の
危
険
性
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
た
め
、日
本
人
の
フ
ラ
ン
ス
租
界
に
対
す
る
印
象
は
変
化
し
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
フ
ラ
ン
ス
租
界
以
外
に
、
日
本
人
街
と
呼
ば
れ
た
虹
口
地

区
に
あ
る
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
や
共
同
租
界
に
あ
る
料
理
屋
も
小
説
の
舞
台
と

な
っ
て
い
る
。
当
時
上
海
に
は
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
中
国

人
と
日
本
人
が
経
営
す
る
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
以
外
の
ホ
ー
ル
で
は
、シ
ロ（
静

安
寺
路
）、
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
（
極
司
非
而
路
愚
園
路
角
）
は
最
も
高
級
な

ホ
ー
ル
で
、そ
れ
ら
ホ
ー
ル
の
大
部
分
で
は
タ
キ
シ
ー
ド
が
着
用
さ
れ
た
。

そ
の
他
に
デ
ル
モ
ン
ト
（
ア
ベ
ニ
ュ
ー
・
ヘ
イ
グ
）、
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー

ヂ
（
佛
租
界
杜
馬
路
）、ブ
ラ
ツ
ク
キ
ヤ
ツ
ト
（
静
安
寺
路
競
馬
場
附
近
）、

カ
サ
ノ
ヴ
ア
（
愛
多
亜
路
大
世
界
付
近
）
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
日
本
人
経

営
の
も
の
に
は
ブ
リ
ユ
ー
・
バ
ー
ド
（
北
四
川
路
）、
桃
山
（
北
四
川
路
）、

タ
イ
ガ
ー
（
北
四
川
路
）、
ラ
イ
オ
ン
（
乍
浦
路
）
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
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中
国
人
経
営
の
ホ
ー
ル
は
、
大
華
（
ア
ム
バ
サ
ダ
ー
）（
愛
多
亜
路
）、
東

亜
（
南
京
路
）、
大
東
（
永
安
公
司
ビ
ル
）、
新
新
（
新
新
公
司
ビ
ル
）、

巴
黎
（
西
藏
路
）、
安
樂
宮
、
嫦
娥
（
佛
租
借
天
主
堂
街
）、
大
滬
（
靜
安

寺
路
）、
大
陸
（
寧
波
路
）
で
あ
る（

9
（

。

小
説
「
上
海
」
の
冒
頭
は
、「
私
」
と
従
軍
記
者
の
水
島
勇
三
の
日
本

人
街
に
あ
る
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
の
会
話
か
ら
始
ま
る
。語
り
手
の「
私
」は
、

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
、「
広
い
空
家
の
壁
を
造
花
で
飾
つ
て
、
楽
士

と
女
の
数
を
急
い
で
揃
へ
た
様
な
、
暖
房
の
不
完
全
な
こ
の
ホ
ー
ル
も
、

上
海
の
日
本
人
領
域
で
は
、
一
流
の
な
か
に
数
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
だ
け
れ

ど
、
良
い
加
減
の
足
ど
り
で
、
唯
ぐ
る
ぐ
る
と
歩
き
廻
つ
て
ゐ
る
男
達
を

見
る
と
、
故
国
を
遠
く
離
れ
て
出
稼
ぎ
に
き
た
日
本
人
の
女
と
、
慰
安
の

な
い
毎
日
に
む
せ
て
ゐ
る
日
本
人
の
男
達
と
が
、
時
間
を
急
い
て
慰
め
あ

つ
て
ゐ
る
荒
つ
ぽ
さ
が
あ
っ
た
」
と
い
う
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
客
の
中

に
は
軍
服
を
着
る
人
が
多
く
、ま
だ
ダ
ン
ス
に
慣
れ
な
か
っ
た
人
も
い
た
。

池
田
が
上
海
を
訪
れ
た
時
期
は
す
で
に
日
中
全
面
戦
争
に
入
り
、
ダ
ン
ス

ホ
ー
ル
の
経
営
は
悪
く
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
神
田
粛
の
『
大
陸
進

出
読
本
』
は
、
虹
口
地
区
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

邦
人
ホ
ー
ル
は
上
海
に
現
在
四
軒
、
内
容
は
判
然
し
な
い
が
見
た

目
は
相
当
の
繁
栄
振
り
を
思
は
せ
る
も
の
が
あ
る
。
切
符
は
一
枚

二
十
五
銭
、
ダ
ン
サ
ー
に
美
人
は
少
な
い
。
天
津
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

が
閉
鎖
を
名
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
こ
ち
ら
へ
も
飛
火
す
る
の
で
な
い
か

と
、
経
営
者
は
内
心
ビ
ク
ビ
ク
も
の
だ
が
、
国
際
都
市
上
海
だ
と
の

強
味
も
あ
る
の
で
、
こ
の
点
に
自
慰
を
求
め
て
ゐ
る
始
末
で
あ
る（

（1
（

。

国
際
都
市
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
戦
争
が
進
行
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
娯

楽
も
続
け
ら
れ
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
日
本
人

経
営
の
ホ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
共
同
租
界
に
あ
る
中
国
人
経
営
の
ホ
ー
ル

も
同
じ
で
あ
っ
た
。
第
二
次
事
変
を
経
験
後
、
戦
火
で
大
き
な
損
失
を
受

け
た
日
本
人
居
留
民
や
戦
場
か
ら
帰
っ
て
き
た
日
本
人
は
、
精
神
的
な
苦

痛
か
ら
解
き
放
た
れ
、
よ
う
や
く
安
定
し
た
生
活
を
手
に
入
れ
た
。
し
か

し
、
上
海
以
外
の
中
国
各
地
に
お
け
る
日
本
軍
の
統
制
は
ま
だ
不
安
定
で

あ
り
、
い
つ
戦
争
に
戻
る
か
も
わ
か
ら
な
い
状
況
下
で
、
客
た
ち
が
「
食

傷
す
る
ま
で
」
踊
る
理
由
は
、
も
し
再
び
戦
場
に
赴
く
と
二
度
と
ダ
ン
ス

ホ
ー
ル
で
の
遊
び
が
で
き
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
か
ら

だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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二
、「
新
し
い
女
」
か
ら
「
私
」
の
自
己
再
認
識
へ

先
行
研
究
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、「
上
海
」
の
作
品
世
界
は
不

透
明
で
、
人
物
の
透
明
な
情
感
も
乏
し
い
。
そ
の
原
因
の
一
つ
は
女
主
人

公
、
語
り
手
の
「
私
」
の
存
在
で
あ
る
。「
私
」
は
日
本
か
ら
上
海
に
渡

り
、
生
活
ス
タ
イ
ル
が
一
変
す
る
の
で
あ
り
、
水
島
勇
三
と
小
川
安
彦
と

い
う
二
人
の
男
に
対
す
る
態
度
か
ら
、「
私
」は
自
分
自
身
の
考
え
を
変
え
、

上
海
と
い
う
異
郷
で
、
女
性
と
し
て
の
生
き
方
に
つ
い
て
も
再
認
識
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

元
々
、
本
を
買
い
に
虹
口
ま
で
出
か
け
た
「
私
」
は
、
戦
場
か
ら
帰
っ

て
き
た
従
軍
記
者
の
水
島
勇
三
と
偶
然
再
会
し
、
二
人
は
一
日
一
緒
に
過

ご
し
た
が
、「
私
」
は
水
島
に
対
し
て
良
い
印
象
を
持
た
な
か
っ
た
。
そ

の
場
面
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

今
日
は
、
い
ろ
い
ろ
彼
に
御
馳
走
に
な
つ
た
け
れ
ど
、
そ
の
御
馳
走

の
仕
方
だ
つ
て
、ま
る
で
私
の
気
持
ち
を
は
か
ら
ふ
と
は
し
な
い
で
、

料
理
屋
や
賭
博
場
や
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
、
自
分
勝
手
に
引
き
釣
り
廻

し
て
ゐ
る
の
に
過
ぎ
な
い
。
か
う
い
ふ
男
の
無
遠
慮
さ
に
は
、
私
は

慣
ら
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
つ
た
。
今
日
は
色
々
そ
れ
ま
で
は
我
が

儘
で
気
の
強
い
女
だ
と
自
分
の
こ
と
を
決
め
て
い
た
の
に
、
実
際
は

受
身
に
し
か
生
活
で
き
な
い
や
う
に
習
慣
づ
け
ら
れ
て
し
ま
つ
て
ゐ

た
の
だ
と
解
る
や
う
に
な
っ
た
の
だ
つ
た
。

大
正
時
代
に
入
る
と
、「
女
性
の
状
況
に
つ
い
て
い
え
ば
、
女
子
中
等

教
育
が
か
な
り
普
及
す
る
と
と
も
に
、
日
露
戦
争
後
の
日
本
資
本
主
義
の

発
展
を
背
景
に
女
性
の
職
域
が
大
き
く
拡
大
し
た
時
期
で
あ
る
。
個
人
主

義
の
価
値
観
が
広
ま
り
、
個
人
の
権
利
が
訴
え
ら
れ
、
女
性
は
男
性
と
平

等
な
市
民
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
何
の
批
判
も
な
く
『
家
』
や
男
性

の
た
め
の
自
己
犠
牲
を
拒
否
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
女
性
の
役
割
を
家
庭

内
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
女
性
の
社
会
進
出
を
良
し
と
す
る
傾
向
が
強

い
こ
と
で
あ
る（

（（
（

。」
と
い
う
よ
う
に
、
日
常
生
活
に
お
い
て
互
い
に
尊
重
・

敬
愛
し
あ
う
夫
婦
を
理
想
と
し
、夫
と
対
等
な
女
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
我
が
儘
で
気
の
強
い
女
だ
と
自
分
の
こ
と
を
決
め
て
い
た
」と
い
う「
私
」

は
「
新
し
い
女
」
の
思
想
の
影
響
で
、自
由
に
生
き
る
た
め
に
画
家
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
に
い
た
「
私
」
は
「
新
し
い
女
」
の
つ
も
り
で

生
き
よ
う
と
し
、
数
少
な
い
女
流
画
家
に
な
り
、
借
り
ア
ト
リ
エ
を
持
ち

な
が
ら
、
独
立
生
活
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
自
分
の
意
志
で
絵
を
描
く
た

め
に
上
海
に
行
く
と
い
う
決
意
も
し
た
。
し
か
し
、
女
性
の
社
会
経
済
に

関
す
る
権
利
は
増
え
て
も
、
学
校
で
受
け
て
い
る
教
育
に
お
い
て
求
め
ら

れ
て
い
る
女
性
像
は
「
良
妻
賢
母
」
で
あ
り
、
父
あ
る
い
は
夫
の
話
に
従
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う
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
上
海
に
来
る
前
の
「
私
」
は
、
自
分
が
周
り
に

振
り
回
さ
れ
な
い
よ
う
に
生
き
て
き
た
と
考
え
た
が
、
実
際
に
上
海
を
訪

れ
、
本
当
の
自
由
を
手
に
入
れ
た
の
ち
に
再
び
水
島
の
よ
う
な
典
型
的
な

日
本
人
に
出
会
う
と
、
今
ま
で
日
本
で
ど
ん
な
生
活
し
た
か
に
気
づ
か
さ

れ
、
日
本
で
の
生
活
は
本
当
の
自
由
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、「
私
」
は
水
島
と
話
す
う
ち
に
、
上
海
に
残
る
決
心
を
徐
々
に

固
め
た
。
最
初
、
上
海
に
来
た
時
は
、
す
ぐ
に
日
本
に
帰
る
つ
も
り
だ
っ

た
が
、
五
ヶ
月
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
東
京
の
ア
ト
リ
エ
が
重
い
足
枷
の

よ
う
に
「
私
」
に
ぶ
ら
さ
が
り
、
こ
れ
か
ら
の
上
海
で
の
生
活
を
考
え
る

と
、
ア
ト
リ
エ
は
邪
魔
な
存
在
と
な
る
。
水
島
の
よ
う
な
日
本
人
は
必
ず

帰
国
す
る
が
、
上
海
に
来
た
「
私
」
に
と
っ
て
、
上
海
で
画
家
と
し
て
新

し
い
人
生
が
始
ま
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
も
長
く
上
海
に
住
み
続
け
よ
う

と
す
る
「
私
」
の
考
え
の
決
め
手
に
な
っ
た
。

一
方
、「
私
」
の
考
え
方
を
大
き
く
変
え
た
の
は
、
夫
の
小
川
安
彦
で

あ
る
。
彼
と
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

私
は
ア
ト
リ
ヱ
の
な
か
で
過
す
毎
日
に
、
自
分
の
生
涯
の
果
て
ま
で

も
、
だ
い
た
い
ど
ん
な
も
の
か
解
つ
て
し
ま
ふ
様
な
落
目
の
気
持
ち

を
感
じ
る
様
に
な
つ
て
ゐ
た
。
か
う
し
て
現
実
だ
け
を
種
に
し
て
ゐ

る
と
、
基
盤
の
目
を
一
つ
づ
つ
消
し
て
行
く
様
な
毎
日
に
、
ふ
と
底

知
れ
ぬ
淋
し
さ
を
覚
え
た
。
こ
ん
な
生
活
か
ら
や
つ
と
ひ
と
つ
の
隙

間
を
見
つ
け
て
、
私
は
安
彦
に
救
ひ
出
さ
れ
た
ば
か
り
な
の
だ
。
ま

る
で
日
本
人
の
ゐ
な
い
フ
ラ
ン
ス
租
界
の
片
隅
で
、
ぽ
つ
ん
と
安
彦

と
二
人
ぎ
り
、
愛
欲
の
毎
日
に
浸
か
つ
て
ゐ
る
と
、
酔
ひ
の
冷
め
る

の
を
恐
れ
て
な
ほ
更
酔
は
ふ
と
す
る
人
の
様
に
、
い
つ
ま
で
も
迷
つ

て
ゐ
た
い
と
願
は
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
か
つ
た
。

日
本
で
の
生
活
に
お
い
て
「
生
涯
の
果
て
」
が
大
体
分
か
る
よ
う
な
気

持
ち
に
な
っ
た
「
私
」
は
、
上
海
の
全
て
が
新
鮮
だ
と
感
じ
、
結
婚
ま
で

し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
結
婚
は
戸
主
の
許
し
が
な
い
と
で
き
な
い
こ
と

だ
が
、「
私
」
は
東
京
に
い
る
家
族
を
顧
み
ず
、
安
彦
と
の
結
婚
は
誰
か

ら
も
祝
福
さ
れ
な
か
っ
た
。
夫
が
家
父
長
権
を
握
っ
て
い
る
一
般
の
日
本

人
家
族
と
違
い
、
安
彦
は
自
分
が
中
心
に
な
っ
て
妻
に
指
図
し
た
り
、
命

令
し
た
り
し
な
い
性
格
で
、
彼
と
の
生
活
に
よ
っ
て
、「
私
」
の
主
体
性

は
次
第
に
揺
い
で
い
く
。

彼
は
毎
朝
の
出
勤
に
も
朝
寝
坊
の
私
が
眼
を
覚
め
な
い
様
に
気
を
つ

け
て
、
そ
つ
と
寝
床
を
抜
け
出
し
て
行
く
の
で
あ
つ
た
。
私
は
随
分

我
儘
し
て
ゐ
る
や
う
だ
け
ど
、
真
当
は
少
し
も
我
儘
な
の
で
は
な
い

と
思
つ
た
。
何
を
相
談
し
て
も
、「
貴
女
の
自
由
に
な
さ
い
。
そ
れ
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に
僕
、
従
ひ
ま
す
か
ら
、」
と
い
う
安
彦
に
、
私
は
気
随
気
儘
に
振

る
舞
つ
て
ゐ
る
や
う
に
見
せ
か
け
な
が
ら
、
真
当
は
、
ら
ち
を
超
え

な
い
や
う
に
気
を
配
り
な
が
ら
、
自
由
さ
う
に
振
舞
つ
て
ゐ
る
の
に

過
ぎ
な
い
様
で
あ
つ
た
。

安
彦
は
い
つ
も
「
自
由
に
な
さ
い
」
と
言
っ
て
い
る
が
、「
私
」
は
次

第
に
安
彦
の
気
持
ち
を
考
え
な
が
ら
行
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
安
彦
が

望
む
「
我
儘
な
女
」
に
な
る
た
め
に
、
努
力
し
て
い
る
自
分
の
醜
さ
に
気

づ
き
、
縛
ら
れ
て
い
る
感
じ
が
し
、「
私
」
に
と
っ
て
「
自
由
に
な
さ
い
」

と
い
う
言
葉
が
一
種
の
重
み
に
な
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
安
彦
が
中
国
人
の
会
社
で
働
き
た
い
と
提
案
し
た
こ
と
に
よ

り
「
私
」
と
安
彦
の
関
係
に
ひ
び
が
入
る
。「
私
」
は
「
こ
の
チ
ャ
ン
コ

ロ
奴
！
」
と
つ
い
腹
の
中
で
は
叫
ん
で
し
ま
う
が
、
そ
の
時
、
安
彦
は
ま

た
「
今
の
会
社
に
勤
め
て
ゐ
て
も
よ
い
の
よ
、
貴
女
の
好
む
ま
ま
に
し
た

い
と
思
ふ
」
と
言
い
出
す
の
で
あ
り
、
自
分
の
考
え
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、「
私
」
の
意
見
を
尊
重
す
る
よ
う
な
素
振
り
を
示
す
。「
貴
女
の
好

む
ま
ま
」、「
自
由
に
し
な
さ
い
」
な
ど
の
言
葉
は
、「
私
」
に
と
っ
て
一

種
の
呪
縛
の
よ
う
な
も
の
で
、「
私
」
は
直
接
に
は
反
対
し
な
い
が
、「
私
」

の
「
尖
っ
た
声
」
や
「
虹
口
へ
引
越
し
」
の
提
案
な
ど
に
安
彦
へ
の
非
難

が
う
か
が
え
る
。

「
私
」
は
、
絵
を
描
く
こ
と
に
よ
る
女
性
の
社
会
価
値
を
実
現
す
る
目

的
で
上
海
に
来
た
。
日
本
に
い
た
頃
の
「
私
」
は
ず
っ
と
「
受
け
身
」
に

な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
水
島
の
態
度
か
ら
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス

租
界
に
住
ん
で
い
る
「
私
」
が
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
引
っ
越
す
こ
と

や
日
本
に
戻
る
な
ど
を
考
え
た
の
も
、
自
由
を
求
め
る
「
私
」
の
帰
属
意

識
の
表
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
戸
主
の
許
し
が
無
い
ま
ま
、
安
彦
と
結

婚
ま
で
し
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
家
父
長
制
の
家
族
関
係
の
中
か

ら
抜
け
出
そ
う
と
し
て
い
る
「
私
」
は
男
性
に
頼
ら
ず
、
自
分
の
運
命
は

自
分
で
決
め
る
と
い
う
自
由
を
味
わ
い
、
上
海
に
住
み
続
け
る
こ
と
を
決

め
た
。
し
か
し
、
安
彦
と
の
生
活
も
本
当
の
自
由
で
は
な
く
、
た
だ
安
彦

が
求
め
る
女
性
と
し
て
の
暮
ら
し
方
の
な
か
で
振
る
舞
う「
自
由
」で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
上
海
の
生
活
を
通
し
て
、「
私
」
に
は
男
の
考
え
方
に
従

う
と
い
う
縛
り
に
抵
抗
す
る
意
識
が
芽
生
え
る
の
で
あ
る
。

三
、
上
海
に
浮
遊
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

近
代
上
海
に
お
い
て
、
世
界
各
国
か
ら
ま
た
中
国
各
地
か
ら
や
っ
て
き

た
人
々
は
、
上
海
に
身
を
任
せ
な
が
ら
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
浮

遊
さ
せ
、
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
ぶ
つ
け
合
い
、
時
に

隠
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
複
雑
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
こ
そ
、
上
海
の
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魅
力
に
な
る
。

小
説
の
登
場
人
物
の
中
で
、
設
定
が
最
も
複
雑
な
人
物
は
、
父
が
日
本

人
で
母
が
中
国
人
の
小
川
安
彦
（
中
国
名
：
周
元
賢
）
で
あ
る
。
彼
は
上

海
生
ま
れ
で
、子
供
の
時
、母
か
ら
中
国
人
と
し
て
育
て
ら
れ
た
。そ
の
後
、

日
本
語
の
ま
る
で
わ
か
ら
な
い
ま
ま
父
親
の
元
へ
送
ら
れ
、
継
母
に
育
て

ら
れ
た
。「
一
年
間
家
庭
に
ゐ
て
日
本
語
を
習
つ
た
。
そ
れ
か
ら
、
八
歳

の
児
童
の
な
か
に
ひ
と
り
ぎ
り
ま
じ
つ
て
小
学
校
へ
行
き
な
ほ
し
た
。
か

う
し
て
二
十
歳
で
小
学
校
を
卒
へ
、
中
学
三
年
ま
で
行
く
と
父
親
が
死
ん

だ
。
す
る
と
彼
は
そ
れ
を
待
て
ゐ
た
か
の
様
に
、
そ
の
頃
は
ま
だ
生
き
て

ゐ
た
母
親
の
と
こ
ろ
へ
帰
つ
た
。
そ
れ
ぎ
り
学
校
は
止
め
て
し
ま
ひ
、
支

那
人
の
本
屋
の
店
員
に
な
つ
た
。
そ
れ
以
来
の
十
年
も
の
間
、
通
訳
に
な

る
ま
で
、
支
那
人
ば
か
り
の
間
で
生
活
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
一
度
も
日

本
へ
は
帰
つ
て
来
な
か
つ
た
。」
と
あ
る
。
そ
し
て
、
妻
の
「
私
」
に
対

す
る
態
度
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
人
に
指
図
し
た
り
、
命
令
し
た
り
、
自

分
が
中
心
に
な
っ
て
妻
を
動
か
す
こ
と
が
ま
る
で
で
き
な
い
性
格
の
持
ち

主
で
あ
る
。
彼
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
は
常
に
対
立
が
あ
る
。
日
本
人

で
あ
る
父
か
ら
も
ら
っ
た
日
本
人
の
血
と
、
母
か
ら
も
ら
っ
た
中
国
人
の

血
と
の
対
立
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
彼
は
時
に
日
本
人
の
立
場
に
立
て

ば
支
配
者
に
な
り
、
時
に
中
国
人
の
立
場
に
立
て
ば
抵
抗
者
に
な
る
。

安
彦
は
日
本
人
の
民
族
性
と
中
国
人
の
民
族
性
を
継
い
で
、
国
籍
は
日

本
で
あ
る
が
、
中
国
に
住
ん
で
い
た
時
間
の
方
が
遥
か
に
長
い
。
小
さ
い

頃
、
母
の
元
で
、
父
不
在
の
家
庭
で
育
て
ら
れ
、
日
本
に
行
っ
て
も
、
父

の
実
家
で
成
長
し
た
が
、
継
母
に
優
遇
さ
れ
な
か
っ
た
。
若
い
時
の
様
々

な
経
験
は
安
彦
の
性
格
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
思
わ
れ
る
。

「
私
」
は
深
夜
に
フ
ラ
ン
ス
租
界
の
家
に
無
事
に
帰
り
、
安
彦
と
以
下

の
様
な
会
話
を
展
開
す
る
。

「
随
分
道
が
恐
ろ
し
か
つ
た
の
よ
、
そ
れ
で
も
ち
ゃ
ん
と
帰
つ
て

き
た
の
に
、
も
う
こ
れ
か
ら
、
遅
く
な
つ
た
ら
泊
つ
て
来
る
わ
よ
」

彼
は
上
衣
の
ボ
タ
ン
を
指
先
で
神
経
質
に
引
つ
ぱ
り
な
が
ら
顔
を

そ
む
け
て
、

「
僕
ね
、
貴
女
が
迎
ひ
に
来
い
つ
て
電
話
す
る
か
も
知
れ
な
い
と

思
つ
て
、
洋
服
に
着
か
へ
て
た
。
で
も
、
僕
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ

帰
つ
て
来
る
な
ん
て
、
僕
、
そ
ん
な
風
に
は
貴
女
を
束
縛
し
た
く

は
な
い
の
、
貴
女
の
自
由
に
し
て
ゐ
て
欲
し
い
の
、
僕
が
ど
ん
な

に
心
配
し
て
も
、
そ
ん
な
こ
と
ち
つ
と
も
か
ま
は
な
い
。
で
も
、

貴
女
が
帰
つ
て
来
た
の
、
僕
大
変
に
喜
ん
で
る
の
、」

（
中
略
）
他
人
の
奥
さ
ん
に
さ
へ
、「
危
険
だ
か
ら
泊
つ
て
行
け
、」

と
、
は
つ
き
り
云
ふ
人
も
あ
る
の
に
と
思
へ
た
。
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安
彦
は
優
し
く
、
気
配
り
の
で
き
る
良
い
人
で
あ
る
が
、
彼
は
優
柔
不

断
で
、
一
番
伝
え
た
い
こ
と
が
言
え
な
い
た
め
、
遠
回
り
す
ぎ
て
言
葉
に

含
ま
れ
て
い
る
愛
情
を
「
私
」
は
受
け
取
れ
な
い
。
こ
の
場
面
で
も
、「
私
」

が
望
む
答
え
は
た
だ
「
危
険
だ
か
ら
泊
つ
て
行
け
」
と
い
う
一
言
で
あ
る

が
、
安
彦
の
「
僕
が
ど
ん
な
に
心
配
し
て
も
、
そ
ん
な
こ
と
ち
つ
と
も
か

ま
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
で
は
「
私
」
は
満
足
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ま
た
、安
彦
は
自
分
が
中
心
に
な
っ
て
物
事
を
決
め
る
わ
け
で
は
な
く
、

家
庭
の
中
の
一
番
重
要
な
主
導
権
を
「
私
」
に
譲
る
。
そ
れ
は
彼
に
と
っ

て
婉
曲
な
愛
の
告
白
で
あ
る
。そ
の
代
わ
り
、決
定
権
を
委
ね
ら
れ
た「
私
」

に
は
、
選
択
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
り
、「
真
当
は
、
ら
ち
を
超
え
な
い

や
う
に
気
を
配
り
な
が
ら
、
自
由
さ
う
に
振
舞
つ
て
ゐ
る
の
に
過
ぎ
な
い

様
で
」、
縛
ら
れ
る
感
じ
が
す
る
。
特
に
、
仕
事
に
関
す
る
重
大
な
問
題

を
避
け
、
責
任
回
避
す
る
よ
う
な
や
り
方
で
、
安
彦
の
性
格
の
弱
さ
が
露

呈
し
て
い
る
。

実
際
の
当
時
の
中
国
人
男
性
は
、
安
彦
の
よ
う
に
女
性
に
従
い
、
結
婚

後
に
も
、
家
の
決
定
権
を
妻
に
預
け
る
男
性
は
ほ
ぼ
い
な
か
っ
た
。
杉
山

平
助
『
支
那
と
支
那
人
と
日
本
』（
改
造
社
、
昭
和
十
三
年
）
に
は
、「
支

那
の
男
は
、
女
に
対
し
て
や
さ
し
く
て
親
切
だ
。
ネ
ン
バ
リ
と
気
質
に
ネ

バ
リ
が
あ
つ
て
、
辛
棒
強
い
。（
中
略
）
恋
愛
の
期
間
に
は
、
男
が
仕
切

り
に
女
の
機
嫌
を
と
り
、
後
を
追
ひ
ま
は
し
な
が
ら
、
ひ
と
た
び
結
婚
し

て
妻
と
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
縛
り
つ
け
た
捕
虜
で
も
見
る
や
う
に
、
そ
の

態
度
の
変
化
さ
せ
て
行
く
こ
と
は
、
ど
こ
の
国
の
男
子
の
通
有
性
で
も
あ

る
。
日
本
人
に
も
そ
れ
が
な
い
と
は
云
は
な
い
が
、
支
那
人
の
場
合
に
は

そ
の
変
化
が
あ
ま
り
に
現
金
で
、
酷
烈
で
、
精
神
的
な
残
忍
性
に
み
ち
て

ゐ
る
の
だ
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
安
彦
は
恋
愛
の
際
、
一
般
の
中
国
人

男
性
と
同
様
に
、
女
性
に
優
し
く
し
、
女
性
を
尊
重
す
る
。
し
か
し
、
結

婚
後
は
、
一
般
の
中
国
人
男
性
と
は
違
い
、
相
変
わ
ら
ず
女
性
の
機
嫌
を

と
り
、「
私
」
の
考
え
に
従
っ
て
い
る
。
彼
は
中
国
人
の
性
格
を
持
つ
が
、

典
型
的
な
中
国
人
男
性
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

「
私
」
と
安
彦
の
間
に
は
、
い
く
つ
か
の
不
和
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら

は
「
私
」
に
と
っ
て
安
彦
と
上
海
に
住
み
続
け
る
と
い
う
決
心
を
揺
さ
ぶ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
安
彦
は
二
ヶ
国
の
言
葉
が
話
せ
る
た
め
、
今
で
は

日
本
の
国
策
会
社
で
通
訳
を
し
て
い
る
。
彼
は
日
本
人
だ
と
い
う
の
で
、

中
国
人
の
通
訳
と
比
べ
て
給
料
も
良
か
っ
た
。
国
策
会
社
に
つ
い
て
、
馬

郡
健
次
郎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

日
支
戦
争
の
勝
利
的
進
行
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
北
支
経
済
の
開
発
は

早
く
よ
り
問
題
と
な
つ
て
ゐ
た
が
、
中
支
の
軍
事
行
動
の
結
果
、
中

支
の
振
興
を
も
合
わ
せ
て
問
題
と
す
る
に
至
り
、
対
支
那
問
題
に
於

け
る
二
つ
の
開
発
会
社
即
ち
北
支
開
発
会
社
、
中
支
開
発
会
社
の
二
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つ
が
生
ま
れ
る
に
至
つ
た（

（1
（

。

上
海
に
設
立
さ
れ
た
中
支
開
発
会
社
は
、
日
本
政
府
の
戦
時
中
の
中
国

で
の
経
済
経
営
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。
会
社
の
営
業
内

容
も
、
日
本
軍
や
日
本
政
府
の
政
治
と
軍
事
政
策
に
強
く
関
わ
る
。
安
彦

の
周
り
の
同
僚
は
純
粋
な
日
本
人
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
働
い
て
い
る
安
彦

は
上
海
の
日
本
人
社
会
で
は
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

上
海
日
本
人
居
留
民
団
社
会
に
つ
い
て
、
高
綱
博
文
氏
は
次
の
よ
う
に
示

し
て
い
る
。

一
九
三
〇
年
前
後
の
日
本
人
社
会
は
、
商
社
・
銀
行
支
店
長
や
高
級

官
吏
、
会
社
経
営
者
な
ど
エ
リ
ー
ト
層
が
約
3
％
、
紡
績
会
社
や
銀

行
、
商
社
に
勤
め
る
給
与
生
活
者
を
中
心
と
し
た
中
間
層
が
約
40
％

を
占
め
、
残
り
を
中
小
商
人
層
、
中
小
工
業
の
親
方
・
職
工
層
、
飲

食
・
サ
ー
ビ
ス
業
者
、
各
種
雑
業
層
、
無
職
の
下
層
民
衆
か
ら
な
る

民
衆
層
が
構
成
し
た
。
当
時
、
日
本
人
居
留
民
の
こ
う
し
た
階
層
性

は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
会
社
派
」
と
「
土
着
派
」
と
称
さ
れ
る
差
別
化
に

よ
っ
て
、
よ
り
明
示
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
名
が
示
す
よ
う

に
、「
会
社
派
」
は
エ
リ
ー
ト
層
や
在
華
紡
の
社
員
た
ち
が
属
し
、「
土

着
派
」
は
土
着
的
商
工
業
者
や
民
衆
層
が
構
成
し
た（

（1
（

。

安
彦
は
国
策
会
社
勤
め
で
、「
会
社
派
」
に
属
し
、
上
海
日
本
人
居
留

民
社
会
の
中
間
層
以
上
に
入
っ
て
い
る
。
生
活
で
は
一
番
高
い
料
金
の
映

画
の
席
を
取
り
、
外
出
す
る
な
ら
す
ぐ
自
動
車
に
乗
る
な
ど
、
贅
沢
な
生

活
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
安
彦
が
仕
事
を
変
え
た
い
と
い
う
話
を
切
り

出
し
た
後
、
二
人
の
雰
囲
気
は
一
変
す
る
。

「
ど
ん
な
と
こ
ろ
へ
変
わ
り
た
い
の
よ
、
も
う
決
つ
て
る
の
、」

「
ま
だ
な
の
、
僕
、
中
国
人
の
と
こ
ろ
で
働
き
た
い
の
、」（
中
略
）

「
さ
う
、
平
和
派
の
、
精
精
衛（

（1
（

と
か
そ
ん
な
人
達
の
と
こ
ろ
、」

「
さ
う
ぢ
や
な
い
、
た
だ
の
商
人
な
の
、」（
中
略
）

「
ね
え
、
ど
う
し
て
支
那
人
の
と
こ
ろ
が
い
い
の
、
だ
つ
て
、
貴
方

は
日
本
人
ぢ
や
な
い
の
、」

「
僕
！
」

彼
は
口
辺
に
奇
妙
な
微
笑
を
漂
は
し
た
。
そ
し
て
、

「
僕
の
母
は
中
国
人
だ
つ
た
、」（
中
略
）

「
そ
り
や
、
実
際
に
は
両
方
の
血
が
通
つ
て
ゐ
る
の
だ
ら
う
け
ど
、

国
籍
は
ち
や
ん
と
日
本
に
あ
る
ん
ぢ
や
な
い
の
、」
彼
は
私
の
言
葉

を
肯
定
す
る
か
の
様
に
微
笑
ん
だ
。（
中
略
）

彼
は
や
つ
ぱ
り
微
笑
ん
だ
ま
ま
、「
そ
り
や
僕
、
小
川
安
彦
に
は
違
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ひ
な
い
け
ど
、
又
、
周
元
賢
で
も
あ
る
わ
け
で
せ
う
、」

安
彦
が
転
職
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
「
た
だ
普
通
」
の
中
国
人
の
会

社
、つ
ま
り
日
本
あ
る
い
は
日
本
人
と
の
関
わ
り
の
少
な
い
職
場
で
あ
る
。

今
の
会
社
と
大
き
く
違
い
、
背
後
に
日
本
政
府
の
支
持
が
あ
る
わ
け
で
は

な
く
、
日
本
政
府
や
日
本
軍
の
政
策
に
協
力
す
る
こ
と
も
な
く
、
ほ
ぼ
日

本
軍
の
影
響
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
元
々
国
策
会
社
に
勤
め
て
い

た
と
き
の
安
彦
は
、
中
国
人
の
通
訳
と
違
い
、
純
粋
な
日
本
人
と
同
じ
待

遇
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
混
血
児
で
、
自
分
の
体
に
も
中
国
人
の
血
が
流

れ
て
い
る
彼
に
と
っ
て
、
戦
時
中
の
国
策
会
社
で
働
き
、
日
本
軍
の
中
国

占
領
に
協
力
す
る
仕
事
を
携
わ
る
の
は
、
苦
痛
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
揺
ら
ぎ
は
、
次
の
よ
う
な
箇
所
に
も
示
さ
れ
て
い

る
。

私
は
、
安
彦
に
も
こ
ん
な
兵
隊
に
な
る
資
格
は
あ
る
の
だ
と
思
ひ
、

支
那
軍
に
向
か
つ
て
突
進
す
る
彼
の
姿
を
描
い
て
み
た
。
そ
ん
な
時

に
な
れ
ば
、
彼
の
身
体
の
中
に
眠
つ
て
ゐ
る
日
本
人
の
血
が
一
度
に

燃
え
て
、
彼
は
誰
よ
り
先
に
塹
壕
の
中
に
飛
び
込
ん
で
行
く
か
も
知

れ
な
い
。
咄
嗟
に
は
日
本
語
が
云
へ
な
く
て
、「
没
法
子
！（

（1
（

」
と
か

な
ん
と
か
つ
い
支
那
語
で
叫
ん
で
突
込
む
だ
ら
う
。
私
に
は
彼
が
給

料
が
安
く
な
る
支
那
人
の
と
こ
ろ
へ
働
き
た
い
と
云
ふ
の
も
、
結
局

は
父
親
か
ら
受
け
つ
い
だ
日
本
人
の
清
癖
の
や
う
に
思
へ
た
。

「
私
」
の
想
像
す
る
よ
う
に
、
い
つ
か
安
彦
に
は
日
中
対
立
に
直
面
す

る
日
が
来
る
。
日
本
の
兵
隊
に
な
り
、
中
国
軍
に
突
進
す
る
の
は
そ
の
極

限
の
状
態
で
あ
る
が
、
彼
は
そ
の
状
態
を
回
避
す
る
た
め
に
、
国
策
会
社

の
仕
事
を
辞
め
た
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。「
日
本
人
の
清
癖
の
や
う
」に
、

自
分
の
二
つ
の
血
統
を
守
る
た
め
に
、
支
那
人
が
多
く
住
ん
で
い
る
華
界

で
も
、
日
本
人
街
で
も
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
租
界
に
住
む
よ
う
に
な
り
、
さ

ら
に
、
日
本
軍
に
貢
献
す
る
国
策
会
社
で
は
な
く
一
般
の
中
国
人
の
会
社

で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
彼
は
中
国
と
日
本
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
の

帰
属
す
る
の
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
租
界
の
特
性
の
よ
う
な
「
国
の
中
の

国
」
で
、
中
国
と
日
本
の
間
に
生
き
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
彼
は
中
国
人
の
会
社
で
働
こ
う
と
し
て
い
る
が
、
中
国
人
に

近
寄
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
ま
だ
フ
ラ
ン
ス
租
界
で
住
み
続
け
よ
う
と
す

る
彼
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
は
元
々
日
本
人
で
あ
る
と
い
う
意
識
が

あ
っ
た
が
、
次
第
に
中
国
人
の
血
が
蘇
っ
た
。
だ
が
、
彼
は
自
分
が
完
全

に
中
国
人
で
あ
る
こ
と
も
拒
み
、
無
意
識
に
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
曖
昧
に
し
て
い
る
と
言
え
る
。

魔
都
上
海
に
は
、
安
彦
の
よ
う
な
混
血
児
以
外
に
も
、
池
田
み
ち
子
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の
「
上
海
に
て
」
に
描
か
れ
た
レ
オ
ボ
ル
ト
の
よ
う
に
自
ら
自
分
の
国
籍

を
放
棄
す
る
人
も
い
る
。
自
分
の
国
か
ら
守
ら
れ
な
か
っ
た
人
々
は
、
自

己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
隠
そ
う
と
す
る
。
そ
れ
と
対
照
的
に
、
日
本

の
国
威
が
徐
々
に
高
ま
っ
て
行
く
な
か
、
上
海
に
住
ん
で
い
る
日
本
人
た

ち
は
、
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
調
し
、
更
な
る
権
利
を
求
め
る

よ
う
に
な
っ
た
。
い
か
な
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
つ
人
間
で
も
上
海

は
全
部
を
包
み
込
み
、
人
々
が
自
由
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
国
際
都
市

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

終
わ
り
に

本
稿
で
は
、
従
来
の
研
究
が
主
に
作
品
世
界
の
不
透
明
さ
を
指
摘
し
て

き
た
池
田
み
ち
子
の
「
上
海
」
を
、
上
海
に
お
け
る
租
界
生
活
の
具
体
的

な
描
写
、
登
場
人
物
の
心
理
な
ど
の
分
析
に
よ
り
、
上
海
に
住
む
日
本
人

女
性
の
自
己
認
識
と
、
混
血
児
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
化
を
中
心
と

し
て
考
察
し
て
き
た
。

　

小
説
で
は
、最
初
に
虹
口
と
い
う
日
本
人
街
を
描
き
、特
に
ダ
ン
ス
ホ
ー

ル
と
い
う
特
徴
的
な
場
所
か
ら
物
語
が
始
ま
り
、
日
本
人
街
か
ら
南
へ
、

共
同
租
界
の
南
京
路
の
料
亭
を
経
て
、
最
後
に
、「
私
」
は
安
彦
と
生
活

す
る
フ
ラ
ン
ス
租
界
に
戻
る
。
そ
れ
ら
の
場
所
に
つ
い
て
の
特
別
な
描
写

は
な
く
、
具
体
的
な
名
前
も
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に

お
け
る
登
場
人
物
の
会
話
の
中
で
、
第
二
次
上
海
事
変
後
の
上
海
に
い
る

日
本
人
の
生
活
や
上
海
社
会
の
状
況
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
私
」
と
い
う
女
性
は
、
典
型
的
な
日
本
人
女
性
で
は
な
く
、
上
海
に

い
る
間
に
、
性
格
や
自
己
へ
の
認
識
が
変
わ
っ
て
い
く
。
二
人
の
男
と
の

付
き
合
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
態
度
か
ら
自
己
を
再
認
識
し
て
い
く

の
で
あ
り
、
上
海
の
体
験
は
彼
女
に
と
っ
て
、
自
分
が
何
を
求
め
て
い
る

の
か
、
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
く
の
か
を
見
つ
め
直
す
契
機
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
日
中
混
血
児
で
あ
っ
た
安
彦
は
、
国
籍
は
日
本
で
あ
る
が
、
純

粋
な
日
本
人
に
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
そ
の
状
況
か
ら

逃
げ
出
す
た
め
に
日
本
と
あ
ま
り
関
わ
り
の
な
い
中
国
人
の
会
社
で
勤
め

よ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
日
本
人
社
会
に
も
、
中
国
人
社
会
に
も
帰

属
す
る
こ
と
な
く
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
浮
遊
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
彼
の
生
き
方
は
上
海
と
い
う
特
殊
な
国
際
社
会
だ
か
ら
こ
そ

可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

池
田
み
ち
子
は
、昭
和
十
三
年
の
上
海
体
験
に
基
づ
き
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
変
化
を
軸
と
し
て
、「
上
海
」
を
創
作
し
た
。
他
の
〈
上
海
も
の
〉

で
も
、
無
国
籍
外
国
人
や
、
外
国
育
ち
の
日
本
人
な
ど
の
曖
昧
な
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
つ
人
々
を
登
場
さ
せ
、
魔
都
上
海
を
描
こ
う
と
し
て
い

る
。
池
田
の
〈
上
海
も
の
〉
を
論
じ
る
際
、
登
場
人
物
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
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テ
ィ
を
常
に
意
識
す
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、「
上
海
」
の
舞
台
は
主
に
フ
ラ
ン
ス
租
界
で
あ
り
、
上
海
日
本

人
居
留
民
同
士
の
関
係
、
上
海
日
本
人
社
会
の
状
況
な
ど
に
は
あ
ま
り
触

れ
て
い
な
い
。
安
彦
が
勤
め
て
い
た
国
策
会
社
が
登
場
し
た
が
、
上
海
の

邦
人
会
社
を
詳
し
く
書
い
て
い
な
い
。
し
か
し
、
昭
和
十
五
年
に
池
田
は

二
度
目
上
海
に
渡
り
、
短
期
滞
在
予
定
が
長
期
滞
在
に
な
り
、
お
金
が
足

り
な
く
な
っ
て
日
本
の
会
社
で
勤
め
始
め
る
。
そ
の
会
社
勤
め
の
経
験
に

基
づ
い
て
、
池
田
は
「
上
海
二
世
」「
国
際
都
市
」
な
ど
の
日
本
人
居
留

民
社
会
、
特
に
邦
人
会
社
の
状
況
に
つ
い
て
詳
し
く
描
い
た
小
説
を
発
表

し
、
作
品
の
舞
台
も
フ
ラ
ン
ス
租
界
か
ら
、
日
本
人
街
に
移
り
、
中
国
人

も
作
品
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
。
今
後
、
池
田
の
二
度
目
の
上
海
体
験

に
基
づ
い
た
小
説
を
取
り
上
げ
、
登
場
人
物
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
意

識
し
な
が
ら
、
会
社
勤
め
の
日
本
人
た
ち
の
関
係
や
周
り
に
い
る
外
国
人

の
関
係
を
考
察
し
、
邦
人
商
社
と
上
海
日
本
人
居
留
民
社
会
の
関
連
を
捉

え
つ
つ
、
池
田
の
〈
上
海
も
の
〉
に
お
け
る
国
際
都
市
上
海
の
全
体
の
イ

メ
ー
ジ
を
さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

〔
注
〕

（
1
）　

池
田
み
ち
子
「
三
田
文
学
は
私
の
青
春
だ
っ
た
」（『
三
田
文
学
』

昭
和
五
十
一
年
十
月
）

（
2
）　
「
今
月
の
小
説　

三
田
文
学
」（『
三
田
文
学
』
昭
和
十
五
年
六
月
）

（
3
）　
「
第
十
一
回
芥
川
賞
選
評　

昭
和
十
五
年
上
半
期
」（『
文
藝
春
秋
』

昭
和
十
五
年
九
月
）

（
4
）　

大
橋
毅
彦
「
明
朗
上
海
に
刺
さ
っ
た
小
さ
な
刺
―
―
池
田
み
ち
子

の
〈
上
海
も
の
〉
を
め
ぐ
っ
て
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
六
七
号
、
平
成

二
十
五
年
八
月
）

（
5
）　

池
田
み
ち
子
「
漢
口
へ
続
く
揚
子
江
」（『
三
田
文
学
』
昭
和
十
四

年
一
月
）

（
6
）　

安
井
源
吾
「
上
海
租
界
の
解
剖
」（『
揚
子
江
』
昭
和
十
三
年
二
月
）

（
7
）　

馬
淵
逸
雄「
上
海
租
界
に
就
い
て
」（『
揚
子
江
』昭
和
十
四
年
七
月
）

（
8
）　

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
編
『
上
海
』（
ジ
ャ
パ
ン
・

ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー （
日
本
国
際
観
光
局
）、昭
和
十
四
年
六
月
）

（
9
）　

同
前

（
10
）　

神
田
粛
『
大
陸
進
出
読
本
』（
新
々
社
、
昭
和
十
四
年
八
月
）

（
11
）　

菅
澤
康
雄
「
戦
前
の
婦
人
雑
誌
に
み
る
「
公
民
的
女
性
像
」
―
―

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
を
中
心
に
し
て
」（『
民
主
主
義
教
育
』
平
成

十
九
年
五
月
）

（
12
）　

馬
郡
健
次
郎
『
大
陸
経
営
』（
巌
松
堂
書
店
、
昭
和
十
三
年
六
月
）

（
13
）　

高
綱
博
文
『「
国
際
都
市
」
上
海
の
な
か
の
日
本
人
』（
研
文
出
版
、

平
成
二
十
一
年
）
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（
14
）　

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
の
盧
溝
橋
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
日
中
戦

争
（
支
那
事
変
）
が
始
ま
っ
た
。
徹
底
抗
戦
を
貫
く
蔣
介
石
に
対
し
、

汪
精
衛
は
「
抗
戦
」
に
よ
る
民
衆
の
被
害
と
中
国
の
国
力
の
低
迷
に
心

を
痛
め
、「
反
共
親
日
」
の
立
場
を
示
し
、
和
平
グ
ル
ー
プ
の
中
心
的

存
在
と
な
っ
た
。

（
15
）　

日
本
語
で
は
、「
仕
方
な
い
」
の
意
。

〔
付
記
〕

　
「
上
海
」の
本
文
の
引
用
は『
三
田
文
学
』（
昭
和
十
五
年
五
月
）に
拠
る
。

 

（
し
ょ
う　

き
ん
き
／
本
学
大
学
院
生
）




